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このようなこと  が 決まりました

このようなこと が決まりました

　令和元年第３回議会定例会は、９月11日から18日までの８日間の日程で開かれました。
　平成30年度決算の認定をはじめ、条例の制定・廃止や改正、補正予算などの議案が提出され、
いずれも原案のとおり可決されました。
　内容は次のとおりです。

●双葉町産業交流センターの設置及び管理に関する条例の制定
　�中野地区復興産業拠点に建設中の双葉町産業交流センターの設置及び管理に関して、使用料など必
要な事項を定めるため制定

●双葉町立幼稚園の授業料等に関する条例の廃止
　幼稚園等の利用料の無償化が令和元年10月1 日から施行されたことに伴う廃止

●双葉町立幼稚園預かり保育料に関する条例の廃止
　幼稚園等の利用料の無償化が令和元年10月1 日から施行されたことに伴う廃止

●双葉町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正
　旧姓での印鑑登録や印鑑証明書の交付を可能とするための一部改正

●双葉町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
　災害援護資金の償還免除の対象拡大などについて必要な措置を講じるための一部改正

●�双葉町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正

　�特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令が公布
されたことに伴う一部改正

●�双葉町特別功労表彰の同意・・・双葉町消防団員として、長年にわたり消防団活動に尽力
された浜野地区の「新家俊美氏」、三字地区の ｢石井義幸氏｣、三字地区の ｢渡辺浩美氏｣ を双葉町
表彰条例の規定に基づき表彰するため、議会の同意を求めるもの。

【人　事】双葉町教育委員会委員

 ・大久保　敏己氏（山田）

任期：令和元年10月１日
　　～令和５年９月30日

【 契 約 の 締 結 】

 備品購入契約の締結

職員用ノートパソコンを購入するためのもの

・相手方　株式会社ＦＳＫ
・金　額　１，４１９万円

条例制定・廃止・改正・表彰同意
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このようなこと  が 決まりました

このようなこと が決まりました

第３回
定　例　会

９月11日～18日

主 な 補 正 予 算

【総 務 費】

【農林水産業費】

【消 防 費】

【民 生 費】

【土 木 費】

双葉駅西地区公営住宅整備負担金 8,826万３千円

避難農業者経営再開支援事業補助金
636万円

消防連携システム構築業務委託料  
215万６千円

防犯・防災総合システム保守点検業務委託料
240万円

常磐自動車道追加インターチェンジ開通式
運営業務委託料� 308万８千円

議会だよりふたば第128号の 
訂正について

第128号Ｐ３及びＰ４の記載に誤りがありま
した。お詫びして訂正いたします。

誤：�羽竜・線外１路線道路災害復旧工事請負
契約の締結について

正：�羽竜廹線外１路線道路災害復旧工事請負
契約の締結について
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９月定例会の採決状況
件　　　名 議決結果

双葉町産業交流センターの設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決

双葉町立幼稚園の授業料等に関する条例の廃止について 原案可決

双葉町立幼稚園預かり保育料に関する条例の廃止について 原案可決

双葉町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 原案可決

双葉町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 原案可決

双葉町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部改正について 原案可決

備品購入契約の締結について 原案可決

双葉町特別功労表彰の同意を求めることについて（３ 件） 原案同意

令和元年度双葉町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

令和元年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

令和元年度双葉町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

令和元年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

令和元年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

平成30年度双葉町一般会計決算の認定について 原案認定

平成30年度双葉町国民健康保険特別会計決算の認定について 原案認定

平成30年度双葉町公有林整備事業特別会計決算の認定について 原案認定

平成30年度双葉町公共下水道事業特別会計決算の認定について 原案認定

平成30年度双葉町工業団地造成事業特別会計決算の認定について 原案認定

平成30年度双葉町介護保険特別会計決算の認定について 原案認定

平成30年度双葉町後期高齢者医療特別会計決算の認定について 原案認定

双葉町教育委員会委員の任命について 原案同意
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平成30年度決算
【一般会計・特別会計決算】

歳　入　２４７億１，８１９万２，６６７円
歳　出　２３４億６，７７０万 ５５２円
差　引　　１２億５，０４９万２，１１５円

　
平成30年度決算は上記のとおり認定されました。
詳しい内容は、「広報ふたば11月号」４～６ページをご覧下さい。

双葉町一般会計・特別会計歳入歳出決算
　及び基金運用状況に関する意見書

【総合審査意見】

　平成30年度双葉町一般会計並びに特別会計の審査については、予算執行状況は適正と認められ
ました。一般会計並びに特別会計について、歳入決算総額は、前年度に比べ27億2,055万5,574円
（12.4％）の増、歳出決算総額は、23億8,336万8,479円（11.3％）の増となっています。不納欠
損額については、一般会計、特別会計、あわせて52万4,701円、収入未済額は２億6,363万5,611
円です。
　財政健全化指標のうち、実質公債費比率は7.7％（３ヵ年平均）で、早期健全化基準の25％を大
幅に下回り、前年度より1.1ポイント改善しています。
　基金は、前年度より32億537万6,764円増加し、現在高は646億137万8,938円となっています。
町の復興を推進していく財源として、後年度の財政負担軽減のためにも、今後も適切かつ効率的な
運用に努めていただきたい。
　各事業において、その多くが国・県から交付される依存財源により執行されています。復興庁は、
「復興・創生期間」を令和２年度までとしており、これにより財源確保ができなくなれば、これま
でと同様の事業継続は困難です。国・県への要望の継続と並行し、将来を見据えた自主財源の確保、
事業見直し等の検討を進める時期にあると思われます。
　また、双葉町役場いわき事務所の入退庁記録簿を確認したところ、深夜まで残業している職員が
散見されました。身体的・精神的負担を考慮し、労働時間の管理徹底をお願いいたします。
　以上、申し上げまして、平成30年度の決算審査にかかる意見とします。

　　　　令和元年９月

� 双葉町監査委員　石　川　雄　彦
� 双葉町監査委員　清　川　泰　弘

石川代表監査委員
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一般質問

町
政
を

問
う

【一般質問とは】
　議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する
方針等について所信をただすものです。

議 員 ５ 名 が 質 問

 菅 野 博 紀 議 員 
１．避難生活について
２．補償賠償について
３．双葉町の復興について
４．将来の財源について

 羽 山 君 子 議 員 
１．生活サポート補助金の一括交付について
２．財源確保について
３．�特定復興再生拠点区域以外の区域の対応について

 岩 本 久 人 議 員 
１．特定復興再生拠点区域整備について
２．家屋対策について
３．アーカイブ拠点施設について

 尾 形 彰 宏 議 員 
１．�シンボル軸の名称公募について
２．中間貯蔵搬入の廃棄土壌の利用について
３．東電汚染廃棄物保管施設への課税について

 高 萩 文 孝 議 員 
１．第８次提言について
２．特別通過交通と交通網について
３．検証委員会について
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質
　
問

　
避
難
生
活
に
つ
い
て
、
医

療
費
の
無
料
期
間
、
高
速
道

路
無
料
期
間
に
つ
い
て
、
借

上
げ
住
宅
等
の
対
応
と
同
じ

よ
う
に
、
国
・
県
の
対
応
が

大
事
と
考
え
る
が
。

町
　
長

　

令
和
２
年
度
の
復
興
・
創

生
期
間
の
終
了
時
期
が
近
づ

い
て
い
る
状
況
下
に
お
い

て
、
国
関
係
省
庁
に
は
双
葉

町
が
置
か
れ
て
い
る
特
殊
性

を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
医
療
費
の
一

部
負
担
金
等
免
除
の
延
長
に

つ
い
て
は
、
避
難
指
示
解
除

が
な
さ
れ
町
へ
の
帰
還
が
可

能
と
な
り
、
以
前
の
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
引

き
続
き
延
長
を
強
く
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

　

町
民
同
士
の
き
ず
な
を
維

持
さ
せ
、
町
へ
の
思
い
を
持

ち
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
高

速
道
路
無
料
措
置
延
長
に
つ

い
て
も
、
強
く
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
国
関
係
省
庁

等
に
強
く
働
き
か
け
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

補
償
賠
償

質
　
問

　
原
陪
審
へ
の
中
間
指
針
の

見
直
し
や
精
神
的
損
害
賠
償

増
額
の
要
望
に
対
し
、
直
ち

に
見
直
す
必
要
は
な
い
と
の

コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

町
　
長

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
被
害

者
の
実
態
が
反
映
さ
れ
る
た

め
に
も
、
中
間
指
針
の
適
時

適
正
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
委
員
に
よ
る
現

地
視
察
に
お
い
て
は
、
被
害

者
の
実
態
把
握
を
実
施
し
、

被
害
実
態
に
即
し
た
賠
償
を

果
た
す
よ
う
に
町
議
会
と
共

に
連
名
で
要
望
書
を
提
出
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
の
際
に

は
、
鎌
田
会
長
か
ら
「
双
葉

町
の
現
状
を
理
解
し
た
。
今

後
は
、
各
自
治
体
の
現
状
把

握
に
つ
と
め
、
損
害
賠
償
以

外
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
併

せ
て
審
査
会
で
審
議
し
た

い
。」と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
原
賠
審
に
は
被

害
者
に
寄
り
添
っ
た
審
議
を

行
う
よ
う
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
と
共
に
、
被
害
実
態

に
即
し
た
賠
償
、
具
体
的
な

生
活
再
建
支
援
策
の
充
実
に

つ
い
て
粘
り
強
く
求
め
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

双
葉
町
の
復
興

質
　
問

　
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
作

業
等
で
の
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル

が
な
い
か
。
ま
た
中
間
貯
蔵

施
設
に
つ
い
て
、
30
年
で
汚

染
土
壌
の
搬
出
が
終
わ
る
の

か
伺
う
。

町
　
長

　

廃
炉
作
業
に
つ
い
て
、
安

全
か
つ
着
実
に
行
う
よ
う
、

こ
れ
ま
で
も
再
三
に
わ
た
り

求
め
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
初
歩
的
な
ミ
ス
に
よ
る

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
連
続
し

て
起
き
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

除
去
土
壌
等
の
県
外
最
終

処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法

律
に
よ
り
国
が
中
間
貯
蔵
開

始
後
30
年
以
内
に
実
施
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
省
は
法
律
に

基
づ
き
中
間
貯
蔵
開
始
後
30

年
以
内
に
福
島
県
外
で
最
終

処
分
を
完
了
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
環
境
省
か
ら
県

外
最
終
処
分
に
係
る
具
体
的

な
工
程
表
は
示
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
事
実
で
す
。

　

環
境
省
で
は
、
減
容
処
理

技
術
の
開
発
、
再
生
利
用
の

推
進
等
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
、
減
容
技
術
の

絞
込
み
、
最
終
処
分
の
対
象

と
な
る
土
壌
の
形
状
等
に
つ

い
て
精
緻
化
を
進
め
、
県
外

最
終
処
分
の
実
現
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
確
実

に
履
行
さ
れ
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
国
に
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

将
来
の
財
源

質
　
問

　

復
興
・
創
生
期
間
が
令
和

２
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
将
来
の
財

源
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

町
　
長

　

復
興
・
創
生
期
間
終
了
後

に
お
け
る
町
の
復
旧
・
復
興

事
業
に
係
る
財
源
が
確
実
に

見
通
せ
な
い
中
に
あ
っ
て
、

町
と
し
て
は
、
当
町
の
特
殊

性
及
び
将
来
的
な
財
源
措
置

の
継
続
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
へ
の
要
望
活
動
や
現
地
視

察
な
ど
を
通
じ
て
粘
り
強
く

訴
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
国
に
お

け
る
財
源
の
あ
り
方
の
検
討

状
況
や
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
町
自
ら
も
自
主
財
源
の

確
保
に
繋
が
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
も
に
、
既
設
の
特
定

目
的
基
金
等
の
有
効
的
な
活

用
策
等
も
検
討
し
な
が
ら
、

安
定
的
な
財
政
運
営
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

医 療 費・高 速 道 路 料 金 の 無 料 化 の 継 続
問

答

借上げ住宅等の対応と同様にできないか。
避難指示解除がなされ町への帰還が可能となり、以前の生活 が
できるようになるまで延長されるよう強く要望していく。

菅
野
博
紀 

議
員
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質
　
問

　
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
の

一
括
交
付
の
方
法
を
検
討
さ

れ
、
残
金
を
一
括
交
付
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
　
長

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
は

生
活
に
係
る
経
費
な
ど
の
支

出
実
績
に
応
じ
て
の
補
助
金

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か

じ
め
受
け
取
る
こ
と
が
約
束

さ
れ
た
補
助
金
で
は
な
い
た

め
、
一
括
交
付
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
他
町
に

お
い
て
は
、
交
付
金
制
度
を

新
設
し
一
括
交
付
を
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
般
財
源
で
対
応
す
る
も
の

で
し
た
。

　

一
般
財
源
か
ら
の
大
き
な

支
出
は
、
将
来
の
町
民
の
皆

様
の
負
担
と
な
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
括
で
の
交

付
は
行
わ
ず
、
今
後
も
生
活

サ
ポ
ー
ト
補
助
金
を
活
用

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

再
建
の
下
支
え
と
し
て
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

財
源
確
保

質
　
問

　
中
間
貯
蔵
施
設
に
汚
染
土

が
搬
入
さ
れ
て
い
る
が
、
搬

出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
保
管

料
を
徴
収
し
て
町
の
財
源
確

保
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
。町

　
長

　

除
去
土
壌
等
を
30
年
間
保

管
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
中

間
貯
蔵
施
設
整
備
等
影
響
緩

和
交
付
金
が
交
付
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
に
は
、
将
来

的
に
搬
入
さ
れ
る
全
体
量
が

既
に
交
付
額
に
織
り
込
ま
れ

て
お
り
、
搬
入
と
保
管
は
一

体
不
可
分
な
一
連
の
行
為
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
管
数
量

に
基
づ
き
算
定
し
た
額
が
追

加
的
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
財
源
確
保
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、

国
・
県
等
に
対
し
て
、
町
の

復
興
、
地
域
振
興
等
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
長
期
的

な
財
源
確
保
を
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
以
外
の
区
域
の
対
応

質
　
問

　
特
定
再
生
拠
点
区
域
以
外

の
区
域
に
か
か
る
今
後
の
見

通
し
は
。

町
　
長

　

双
葉
町
全
域
の
帰
還
が
可

能
と
な
る
ま
で
、
町
の
復
興

が
完
全
に
果
た
さ
れ
た
も
の

と
は
言
え
ず
、
全
域
の
復
興

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く

所
存
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

は
、
帰
還
困
難
区
域
を
抱
え

る
６
つ
の
町
村
共
同
で
、
全

域
の
解
除
に
向
け
た
具
体
的

な
方
針
を
示
す
よ
う
関
係
省
庁

に
強
く
要
求
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
春
頃
に

お
い
て
、
双
葉
駅
西
側
地
区

に
新
た
な
生
活
拠
点
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
避

難
指
示
解
除
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
区
域
に
お
住

ま
い
だ
っ
た
方
も
含
め
、
双

葉
町
へ
の
帰
還
を
希
望
さ
れ

る
町
民
の
皆
さ
ま
が
お
住
ま

い
に
な
れ
る
公
営
住
宅
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

質
　
問

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

計
画
を
見
直
し
、
拠
点
区
域

の
拡
大
を
図
る
考
え
が
あ
る

か
伺
う
。

町
　
長

　
「
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
第
二
次
）」
に
お

い
て
も
示
し
て
お
り
ま
す
通

り
、
双
葉
町
全
域
の
帰
還
が

可
能
と
な
る
ま
で
、
町
の
復

興
が
完
全
に
果
た
さ
れ
た
も

の
と
は
言
え
ず
、
全
域
の
復

興
に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

ま
ず
、
先
行
段
階
と
し
て
、

双
葉
駅
を
中
心
と
す
る
約

５
５
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い

て
、
新
た
な
生
活
拠
点
の
整

備
や
農
地
に
お
け
る
除
染
の

実
施
等
、
土
地
の
利
活
用
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く
と

と
も
に
、
拠
点
区
域
外
に
お

い
て
も
有
効
な
土
地
利
用
方

策
を
検
討
・
具
体
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
の
さ
ら
な
る
拡
大

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

羽
山
君
子
議
員

生 活 サ ポ ー ト 補 助 金 の 一 括 交 付
問

答

一括交付すべきと考えるが町長の考えは。

生活サポート補助金の制度上、一括交付はできない。

岩
本
久
人
議
員

特 定 復 興 再 生 拠 点 区 域 の 拡 大
問

答

特定復興再生拠点区域の拡大を図る考えはあるか。
拠点区域外においても有効な土地利用方策を検討・具体化するこ
とにより、特定復興再生拠点区域のさらなる拡大を図ってまいり
たい。
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家
屋
対
策

質
　
問

　
家
屋
被
害
認
定
調
査
の
未

申
請
者
へ
の
取
り
組
み
及
び

家
屋
改
修
・
屋
内
清
掃
費
用

な
ど
へ
の
補
助
制
度
設
置
の

考
え
を
伺
う
。

町
　
長

　

環
境
省
に
よ
る
「
避
難
指

示
解
除
準
備
区
域
」及
び「
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
」
の

倒
壊
家
屋
や
被
害
の
大
き
な

家
屋
の
解
体
・
除
染
は
、
復

旧
・
復
興
の
加
速
化
と
も
関

連
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
も
「
広
報
ふ
た
ば
」
や

「
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
制
度
の
周
知
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
機
会
を

と
ら
え
て
周
知
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
春
頃
の
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
避

難
指
示
解
除
に
向
け
て
、
町

へ
の
帰
還
に
向
け
た
取
り
組

み
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
周
辺
自
治
体
の
例
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
家
屋
改

修
等
へ
の
補
助
制
度
の
検
討

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
施
設

質
　
問

　
当
町
に
建
設
さ
れ
る
ア
ー

カ
イ
ブ
拠
点
施
設
に
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
立
地
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の

か
伺
う
。

町
　
長

　

当
町
は
、
未
曾
有
の
複
合

災
害
を
経
験
し
た
地
域
で
あ

り
、
災
害
の
記
録
と
教
訓
を

国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い

く
と
同
時
に
、
世
代
を
超
え

て
記
録
と
教
訓
、
さ
ら
に
は

復
興
へ
の
歩
み
を
伝
承
し
て

い
く
こ
と
は
、
復
興
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
か
つ

町
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
当

町
に
対
し
て
、
継
続
的
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
大
変

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
整
備
・
運
営
す
る

福
島
県
と
連
携
し
、
発
信
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
　
問

　

復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
道
路
の

名
称
や
横
断
橋
梁
の
名
称
な

ど
に
つ
い
て
公
募
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

町
　
長

　

復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
、
県

道
井
手
長
塚
線
及
び
長
塚
請

戸
浪
江
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
道
路
法
等
関
係
法
令
等

に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
起

点
・
終
点
及
び
経
過
地
の
地

名
を
表
示
す
る
な
ど
の
基
準

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
公
募

等
に
よ
る
決
定
は
で
き
な
い

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
県
道

や
橋
梁
の
愛
称
に
つ
い
て

は
、
そ
の
可
否
も
含
め
て
事

業
の
進
捗
を
見
守
り
な
が

ら
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
福

島
県
と
調
整
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

廃
棄
土
壌
の
利
用

質
　
問

 

中
間
貯
蔵
搬
入
の
５
０
０

０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
廃
棄
土

壌
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
再

生
利
用
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
　
長

　

国
で
は
、
再
生
利
用
の
対

象
を
８
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以

下
の
除
去
土
壌
等
と
し
て
お

り
、
再
生
資
材
は
、
公
共
事

業
等
に
お
け
る
盛
土
等
の
構
造

基
盤
の
部
材
に
限
定
し
利
用
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

再
生
資
源
化
し
た
安
全
な

除
去
土
壌
等
の
利
用
は
、
中

間
貯
蔵
量
の
減
容
化
に
資
す

る
も
の
で
あ
り
、
安
全
性
、

具
体
的
な
管
理
の
方
法
等
が

確
保
さ
れ
、
関
係
者
や
地
元

の
理
解
が
得
ら
れ
た
上
で
行

う
再
生
利
用
に
つ
い
て
は
、

県
外
最
終
処
分
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
に
も
、
一
定
の

理
解
を
示
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
町
に
お
い
て

は
、
除
染
土
壌
等
を
公
共
事

業
等
へ
再
利
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
を
始

め
ら
れ
る
段
階
に
な
い
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
電
汚
染
廃
棄
物

保
管
施
設
へ
の
課
税

質
　
問

　
廃
炉
に
係
る
追
加
構
造
物

に
対
す
る
課
税
内
容
及
び
汚

染
水
保
管
用
タ
ン
ク
や
廃
棄

物
保
管
施
設
の
認
可
に
係
る

町
長
の
考
え
を
問
う

町
　
長

　

平
成
30
年
１
月
の
固
体
廃

棄
物
貯
蔵
庫
第
９
棟
の
竣
工

以
降
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
敷
地
内
双
葉
町
側
で
新

た
に
竣
工
し
た
家
屋
は
な
い

も
の
と
承
知
し
て
お
り
ま

す
。

　

新
た
に
家
屋
が
竣
工
し
た

場
合
に
は
、
地
方
税
法
第

３
８
８
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
固
定
資
産
税
評
価
額
を

算
出
し
、
適
正
に
課
税
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
は
「
特
定
原
子
力
施

設
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

議
員
ご
指
摘
の
汚
染
水
保
管

用
タ
ン
ク
等
を
含
め
、
発
電

所
内
の
設
備
等
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

そ
の
妥
当
性
を
審
査
し
た
上

で
、認
可
を
し
て
お
り
ま
す
。

シ ン ボ ル 軸 の 名 称 公 募
問

答

復興シンボル軸道路の名称などを公募する考えはあるか。
道路法等関係法令等において公募等による決定はできないこと
となっている。

尾
形
彰
宏 

議
員

▲長塚杉下踏切上空より撮影
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質
　
問

　
復
興
加
速
化
の
た
め
の
第

８
次
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
町
と
し
て
の

受
け
止
め
や
今
後
の
対
応
方

針
を
伺
う
。

町
　
長

　

第
８
次
提
言
に
は
帰
還
困

難
区
域
全
域
の
解
除
の
め
ど

が
立
っ
て
い
な
い
等
の
状
況

を
踏
ま
え
た
復
興
推
進
施
策

の
推
進
体
制
の
確
保
や
、
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外
の

帰
還
困
難
区
域
の
取
扱
い
に

つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
定
程
度
町
の

立
場
を
理
解
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
提
言
に
沿
っ

て
、
国
に
お
い
て
は
、
基
本

的
な
方
針
を
決
定
し
て
い
た

だ
き
、
復
興
へ
向
け
て
責
任

も
っ
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
の
町
の
対
応
方
針
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
に

お
い
て
、町
民
の
皆
さ
ま
の
、

帰
還
が
可
能
と
な
る
環
境
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
約
５
５
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
双
葉

駅
西
側
地
区
に
お
け
る
新

た
な
生
活
拠
点
の
整
備
の

他
、
農
地
の
除
染
及
び
施
設

復
旧
、
営
農
再
開
な
ど
、
帰

還
が
可
能
と
な
る
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
限
ら
れ
た
面
積
で
あ
る

拠
点
区
域
全
域
を
全
面
的
に

活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、

拠
点
区
域
外
に
お
い
て
も
有

効
な
土
地
利
用
方
策
を
検

討
・
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

特
別
通
過
交
通

質
　
問

　
特
別
通
過
交
通
に
つ
い
て

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と

か
伺
う
。

町
　
長

　

具
体
的
に
は
、
浪
江
町
の

県
道
い
わ
き
浪
江
線
と
県
道

落
合
浪
江
線
と
の
交
差
点
か

ら
、
大
熊
町
側
に
あ
り
ま
し

た
旧
山
神
ゲ
ー
ト
ま
で
の

６
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
特

別
通
過
交
通
制
度
の
適
用
区

間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
許
可
証
を
確
認
す

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
有
人

ゲ
ー
ト
と
し
て
、
新
た
に
山

田
字
手
子
塚
地
内
の
国
道

２
８
８
号
上
に
山
田
ゲ
ー
ト

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
国
道
２
８
８
号
を
通
過

し
て
新
山
方
面
に
向
か
う
場

合
や
、
逆
に
新
山
方
面
か
ら

大
熊
町
、
郡
山
方
面
へ
通
行

す
る
場
合
は
、
こ
こ
で
車
両

通
行
証
の
確
認
が
行
わ
れ
ま

す
。

検
証
委
員
会

質
　
問

　
双
葉
町
放
射
線
量
等
検
証

委
員
会
で
の
議
論
の
状
況
や

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺

う
。町

　
長

　

双
葉
町
放
射
線
量
等
検
証

委
員
会
第
４
回
委
員
会
で

は
、
来
年
春
に
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
内
で
避
難
指
示

解
除
を
予
定
し
て
い
る
範
囲

を
委
員
自
ら
現
地
踏
査
し
、

放
射
線
量
の
低
減
状
況
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

委
員
会
で
の
議
論
の
概
要

と
し
て
は
、
避
難
指
示
解
除

要
件
と
し
て
、
国
が
示
し
て

い
る
年
間
積
算
線
量
の
20
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
つ
い

て
、「
個
人
の
被
ば
く
線
量

と
し
て
は
超
え
る
こ
と
は
な

い
が
、
避
難
指
示
解
除
に
あ

た
り
、
そ
の
範
囲
外
に
あ
る

未
除
染
区
域
の
影
響
に
よ

り
、
周
辺
と
比
較
し
て
放
射

線
量
が
高
い
地
点
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
は
早
急
に
除
染
に

着
手
し
て
、
低
減
化
を
図
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
」ま
た「
個

別
の
行
動
に
よ
る
実
測
値
を

計
測
す
る
た
め
、
先
行
的
に

町
内
で
活
動
す
る
町
民
の
方

な
ど
や
帰
還
す
る
町
民
の
方

に
※
Ｄ
シ
ャ
ト
ル
（
個
人
積

算
線
量
計
）
を
付
け
て
生
活

し
て
い
た
だ
く
こ
と
」、
そ

し
て
、「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
放
射
線
へ
の

不
安
や
懸
念
、
健
康
上
の
問

題
等
に
つ
い
て
寄
り
添
っ
た

取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ

き
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
で
す
が
、
９
月
末
に

開
催
予
定
の
第
５
回
委
員
会

に
お
い
て
、
最
終
報
告
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

最
終
報
告
を
町
へ
提
出
し

て
い
た
だ
い
た
後
、
改
め
て

議
員
の
皆
さ
ま
へ
そ
の
内
容

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▶
山
田
ゲ
ー
ト

▲Dシャトル
※（参考）

高
萩
文
孝
議
員

第 ８ 次 提 言 に つ い て
問

答

第８次提言の町の受け止めや今後の対応方針は。
一定程度、町の立場を理解していただいたものと受け止めて
いる。
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◆工事請負契約の締結について

　・太陽光発電設置工事
� ⇒　原案可決

　・双葉１号汚水幹線建設工事（１工区）
　　� ⇒　原案可決

　公明党高木陽介衆議院議員をはじめ、関係省
庁の方々を交え、 双葉町の復旧・復興の現状と双
葉町の帰還に向けた課題等について、意見交換
会を行いました。議員一人一人と活発な意見交
換が行われました。

　令和２年春の町内の一部避難指
示解除を目指し、復旧・復興が進
む町内における公共施設等の現状
を調査するため、総務教育常任委
員会及び産業厚生常任委員会によ
る双葉町内の視察を行いました。
　今後、調査結果をまとめ、第４
回双葉町議会定例会にて報告いた
します。

第３回臨時会　10月18日

総務教育・産業厚生　合同常任委員会　11月11日

公明党高木陽介衆議院議員との懇談会  ９月17日

～公明党高木陽介衆議院議員 プロフィール～
経済産業副大臣兼内閣府副大臣などを歴任

 　・現公明党国会対策委員長
 　・現公明党東日本大震災復興加速化本部事務局長 ▲意見交換会

▲双葉町
　コミュニティセンター

▲双葉町立ふたば幼稚園

▲第３回臨時会
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ま
ず
、
先
の
台
風
19
号
大
雨
災
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
の
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
報
は
、
歳
入
・
歳
出
が
２
０
０

億
円
を
超
え
る
平
成
30
年
度
決
算
を
中
心
に
、

31
年
度
補
正
予
算
な
ど
。

　

そ
し
て
、
必
読
の
各
議
員
の
一
般
質
問
を

掲
載
。
進
化
す
る
双
葉
町
の
今
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

是
非
、
ご
一
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

（
尾
形
）

【
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　

尾
形　

彰
宏

　

副
委
員
長　
　

高
萩　

文
孝

　

委　
　

員　
　

岩
本　

久
人

　

委　
　

員　
　

石
田　
　

翼

編
集
後
記

９　

月

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

８
日　

福
島
県
消
防
協
会
双
葉
支
部
幹
部
大
会

11
日
～
18
日　

令
和
元
年
第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

17
日　

公
明
党
高
木
陽
介
衆
議
院
議
員
と

　
　
　
　

双
葉
町
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

20
日　

双
葉
町
敬
老
会

27
日　

�

公
明
党
高
木
陽
介
衆
議
院
議
員
と

　
　
　
　

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会
と
の
意
見
交
換
会

30
日　

横
山
復
興
副
大
臣
と
双
葉
地
方
町
村
議
会

　
　
　
　

議
長
会
と
の
意
見
交
換
会

10　

月

１
日　

�

双
葉
駅
西
側
第
一
地
区
一
団
地
復
興
再
生
拠
点

　
　
　

市
街
地
形
成
施
設
事
業
起
工
式

３
日　

�

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会　

中
央
省
庁
要
望
活
動

５
日　

�

ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
９
in
Ｊ

｜

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

10
日　

双
葉
郡
戦
没
者
追
悼
式

18
日　

令
和
元
年
第
３
回
双
葉
町
議
会
臨
時
会

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

25
日　

川
内
村
村
制
１
３
０
周
年
記
念
式
典

26
日　

町
立
学
校
栴
檀
祭

31
日　

双
葉
町
総
合
美
術
展
・
双
葉
町
町
民
作
品
展

11　

月

３
日　

双
葉
町
表
彰
式

11
日　

総
務
教
育
・
産
業
厚
生
合
同
常
任
委
員
会

13
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
創
立
70
周
年
記
念
式
典

　
　
　

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

　
　
　

令
和
元
年
度
町
村
議
会
議
長
全
国
研
修
会

15
日　

双
葉
地
方
水
道
企
業
団
議
会
全
員
協
議
会

17
日　

第
31
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

23
日　

双
葉
町
消
防
団
検
閲
式

議
会
の
う
ご
き

ふたばワールド2019
　　inＪ―ヴィレッジ

▲編集委員会の様子


